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公益財団法人 ロッテ財団 2023年度事業計画   

（2023年 4月 1日～2024年 3月 31日まで） 

 

【事業の概要】 

 

Ⅰ.奨学事業  

 

１．奨学援助                             計 140,400 千円 

2023年度の在籍予定者数は 65名とする。奨学生の内訳は以下の通り。 

 

(1)一般採用奨学生 

日本の大学で学ぶ主としてアジアからの私費留学生を対象とする。学部生及び大学院生 

等のうち、志操堅固・学力優秀であり、かつ学業を続けるために経済的援助を必要とする奨 

学生について、奨学事業選考委員会にて選考のうえ、奨学生を決定する。 

継続奨学生と合わせ、年間の奨学生数 51名とする。 

なお、奨学金については、月額 18万円を原則 2年間支給する。 

 

 (2)渡日前採用奨学生 

      日本の大学等に入学する目的を持って来日する留学生を対象とする。年間の奨学生数は

14名とする。 

なお、渡日前採用奨学生については、来日後、渡航支度金･入学金等の援助金として 

108万円を支給するほか、大学入学までの滞在費総額 108万円及び大学入学から大学 

の正規就学期間が終了するまで学部奨学援助月額 18万円を支給する。 
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【奨学生採用計画】  

対象奨学生   2022年度 

実績 

  2023年度計画 

新規 継続 合計 前年差 

① 一般採用奨学生 48 19 32 51 +3 

② 渡日前採用奨学生 16   3 11 14 -2 

合      計 64 22 43 65   +1 

※渡日前採用奨学生については、中国・韓国から 3名程度を採用予定。 

 

なお、2023 年度採用予定の一般奨学生及び渡日前採用奨学生について 2022 年度中に面接審

査を実施済み。 

 

２．交流活動                                 計 10,850千円 

 

採用された奨学生を対象に、役員・評議員および奨学事業選考委員等が出席して、6 月に奨

学金贈呈式を実施し奨学生を激励する。また例年年 3 回程度（内 1 回は研修旅行）行ってい

る交流会および研究発表会、日本文化体験等については、コロナ感染の状況にもよるが、

Withコロナ政策の観点から対面形式で行う計画である。これにより奨学生間並びに奨学生と財

団間の親睦や交流を図り、奨学生育成の一助とする。 

 

３.事業運営                                  計 12,550千円 

 

生活面や勉学状況等を財団が把握するため、関東近郊は財団事務所、遠隔者はオンラインを

活用し年数回程度の個人面談を実施し、指導・助言等を行い奨学生との意思の疎通を図る。 

また、奨学生の募集活動及び面接・選考を行うための奨学事業選考委員会を開催する。 

その他、奨学生間とその家族及び奨学生と財団間との交流に資するため、毎年「交流誌」の発 

行を行う。 

選考費 1,550千円、給与手当 5,100千円、他 5,900千円を計上。 

 

合計 163,800千円(Ａ) 
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Ⅱ.研究助成事業  

  

１．研究助成金                                 計 179,000千円 

     「研究者育成助成<ロッテ重光学術賞>」については、2019 年度、2020 年度、2022 年度採

択者 3 名及び 2023 年度採択予定者計 4 名にそれぞれ 15,000 千円合計 60,000 千円を

寄附金より助成する。 「奨励研究助成」については、2023 年度分 38 名 114,000 千円を公

益事業積立金より 10,000千円、寄附金より 104,000千円を助成する。  

     また、研究論文作成等の助成については、寄附金より 5,000千円を助成する。 

 

                                                   （単位千円） 

助成名称 採択年度 寄附 公益事業積立金取崩 

 

 

研究者育成助成 

〈ロッテ重光学術賞〉 

2019年度採択者     1名分 15,000  

2020年度採択者     1名分 15,000  

2022年度採択者     1名分 15,000  

2023年度採択者予定  1名分 15,000  

小計             4名分 ① 60,000  

 

奨励研究助成 

2023年度採択予定（１） 20名分 50,000 10,000 

2023年度採択予定（２） 10名分 30,000  

2023年度採用予定（３）  8名分 24,000  

小計             38名分 ② 104,000 ③ 10,000 

研究論文作成等助成 補助予定者        15名分 ④ 5,000  

 

合計助成予定金額 ①+②+③+④  179,000千円 

〈研究助成事業の特徴〉 

    研究者育成助成制度は「食と健康」の分野において、優れた若手研究者がわが国トップ 

クラスの研究者として成長するに相応しい支援を行い、採択者には〈ロッテ重光学術賞〉 

として年間 15,000 千円を最長 5 年間支給する。本制度は日本国内では数少ない研究者育

成制度である。育成支援教員のもとに、安定した研究の場を確保し、そのために必要な資

金を長期に助成する点が大きな特徴である。 

一方、奨励研究助成制度は、自然科学及び人文社会科学等の広域科学分野からの先端

的研究に専念する優れた若手研究者を対象とした助成制度である。 

奨励研究助成は、（１）（２）（３）に分類し、（１）基礎研究支援（２）は応用・社会実装研究支援
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（３）は人文／社会科学系の研究支援とし、最大 3,000 千円、研究期間を最長 3 年間まで認

め支給する。（１）枠 20 件、（２）枠 10件、（３）枠 8件の採択を予定している。 

また、2020年度より研究論文作成・掲載・発表経費助成をおこなっている。 

これは、本研究助成制度に既に採択されている研究者を対象に、論文作成・掲載・発表時

に掛かる経費に対して助成を行うものであり、これにより既助成者のネットワーク化を推進し、

将来的には当財団主催のシンポジューム開催を実現するなど、更なるプレゼンスの向上を

実現させるためである。 

 

 

 

２．研究助成活動                            計 7,850千円 

    研究助成活動に関しては、贈呈式や研究発表会等の開催における意見交換や情報収集な

どを通じて、研究助成事業の質的向上を図るための費用等を計上する。 

 

３．研究助成事業運営                          計 4１,１８0千円 

研究助成事業選考委員会開催時の選考費として 7,700千円。 

公募費として応募告知等で 21,200千円、給与手当 6,000千円、他 6,280千円を計上。 

 

合計 228,030千円(Ｂ) 

       

 以 上 

      

 

【ご参考】2023年度年間経費 

 

① 事業費合計（A+B）     391,830千円 

② 管理費合計          69,970千円 

                         経常費用合計         461,800千円 
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資金調達及び設備投資の見込みについて 

（1）資金調達の見込み 

当期中における借入れ金の予定の有無を記載し、借入れ予定がある場合は、その借入先を記載してください。 

借入れ予定 無し 

事業番号 借入れ先 金額 使途 

  0円  

 

 

（2）設備投資の見込み 

当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の予定の有無を記載し、設備投資の予定がある場合 

は、その内容等を記載してください。 

設備投資の予定 有り 

事業番号 設備投資予定 

支出又は 

収支の予算金額 

資金調達方法又は 

取得資金の使途 

公 ２ 研究助成事業システム開発 4,100,000円 寄附による 

 

以上 

 

 

 

 


